[bookmark: _Hlk497131812][bookmark: _Hlk493970971][bookmark: _GoBack]SCENE14　新商品説明会を行ってみよう。（７つの企業が出てきたとします）
・発表は全員が前に出て、会社のロゴを掲示した後にプレゼンを行ってください。
　なお、発表の最後にMEMOの「売れそう」に◎○×、１株の値段を記入してください。
①企業名（　　　　　　　　　　　　　　）商品名（　　　　　　　　　　　　　　）
	MEMO売れそう　…（　　　　　）
１株…（　　　　　）万円



②企業名（　　　　　　　　　　　　　　）商品名（　　　　　　　　　　　　　　）
	MEMO売れそう　…（　　　　　）
１株…（　　　　　）万円



③企業名（　　　　　　　　　　　　　　）商品名（　　　　　　　　　　　　　　）
	MEMO売れそう　…（　　　　　）
１株…（　　　　　）万円



④企業名（　　　　　　　　　　　　　　）商品名（　　　　　　　　　　　　　　）１株…（　　　　　）万円

	MEMO売れそう　…（　　　　　）




[bookmark: _Hlk497132464]SCENE14　Q・新商品説明会のプレゼンから、魅力的に感じた企業に投資しよう。　　　年　　　組　　　番（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	〈投資の内訳〉


※最後のページには１人当たり、1,000万円分の模擬紙幣があります。丁寧に切り取ってください。
計算が大変なので、1株の値段が模擬紙幣の単位未満の場合はその企業の株を複数買ってください。


②自分たちの企業の収支報告をしよう。
企業名（　　　　　　　　　　　　　）    社  長（　　　　　　　）    会  計（　　　　　　）
	1 元々の資本金（　　　　　　　　　）円　※銀行の借り入れを含む。
＋②株式で集まった資本金（　　　　　　　　　）円
－③原材料費（　　　　　　　　　）円
－④販売にかかる諸費用（　　　　　　　）円 
－⑤従業員の給料 年間（　　　　　　　　）円＊ボーナスも支払う。
＋⑥売上（　　　　　　　　　）円　※銀行への返済金をマイナスする。
＝純利益（　　　　　　　　　）円　　　　以上の通り間違いはありません。


※売上金・従業員のボーナスについては先生が回り、社長がカードを引いて決めます。
　カードは全部で８種類です。どのカードを引くかは「社長の腕」次第です。

・私の会社は（　大きく利益を上げました　・　かろうじて損はない　・　つぶれた　）
評　価

⇒一番、純利益が大きかった企業名は（　　　　　　　　　　　　　）でした。
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